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一策30回IGC(北京)T306地質巡検参加報告一

内モンゴル自治区北部オルドス島原の

石炭南地質爾自然(第I部概説)

鈴木祐一郎､)｡徳橋秀一1)

筆者らは,1996年8月4日一14日に北京で開催さ

れた第30回IGC(万国地質学会議)終了後,8月15

日一20日に行われたT306地質巡検(内モンゴル自

治区北部オルドス高原のジュンガル及びドンシェン

炭田の地質)に参加したので,その内容について報

告する.第I部では,予備知識として,北部オルド

ス高原の地形･地質･石炭について概説し,第1

部で,実際の巡検の内容について紹介することに

する.牟お,第I部や第I部で紹介する概説や各

種説明の中味は,特に出典を明示したもの以外は,

地質巡検案内書(Youeta1.,1996)に準拠したもの

であることをお断りしておく.

コ｡中国の石炭

Lietal.(1995)によると,中国は石炭資源に富

み,世界有数の石炭産出国である.中国では現在

消費するエネルギｰの約70%が石炭によって賄わ

れている.石炭が地下に分布する面積は55万平方

キロメｰトルで,1950年代以降発見･確認されてい

る石炭埋蔵量は,3兆2千億トンに達する.そして

中国の石炭の形成にとって重要な地質時代は,次

の4つであるという.

(1)石炭紀一二畳紀石炭:安定した中朝地塊及び

揚子地塊上の陸と海の境界部に形成.

(2)ジュラ紀石炭:クンルン(毘蕎)一チンリン(秦

嶺)造山帯北側の陸成堆積盆に形成.

(3)自亜紀石炭:中国東北部から産出するもので,

断層で境された陸成堆積盆中に形成.

(4)第三紀石炭:中国南部や太平洋に近い堆積盆

(タン･ルｰ断層に伴って形成されたもの)に形成.

このうち大きな割合を占めているのが,1)と2)

であり,特に2)のジュラ紀の石炭は,中国全体の石

炭資源量の半分以上を占めている(Lieta1.

1995).北部オルドス高原に分布する石炭は,上記

のうち,(1)と(2)であり,今回の巡検で訪れたジュ

ンガル(準格爾)炭田は(1)の,またドンシェン(東

勝)炭田は(2)の代表的な炭田である.

2,オルドス高原の地理･地形･気候

奇跡の土地とよばれるオルドス高原(0rdos

plateau)は,モンゴルとの国境に近い中国北部の

黄河の大屈曲と万里の長城に囲まれたところにあ

る(第1図).

“オルドス"は,有名な古期の堆積性構造盆地で

あり,また約3万5千年前に発展した“へ一タオ人文

化(河套人文化,Hetaoman㎝1ture)"の土地とし

ても世界的に知られている.

オルドス高原の多くの地域は,黄土高原地帯に

属する.西部地域は主に高原砂漠(p1ateaudesert)

で,比較的平坦である.高原の北部と南部には,

それぞれホブチ砂漠(Kobqdesert)とムウス砂漠

(MuUsdesert)が分布している(第2図).東部は,

典型的な高原丘陵地区であるが,東方に深くなる

谷によって削り込まれており,地形はより複雑にな

っている.ここではV字型の断面を有する樹枝状

の谷が縦横に伸びている(第3図).海水準からの

比高は1,100-1,500mである.

主な河川系は黄河であり,オルドス高原の西と北

1)地質調査所燃料資源部

キｰワｰド:中国,内モンゴル自治区､オルドス高原,石炭.ジ

ュンガル炭田,ドンシェン炭田.地質巡検､第30

回万国地質学会議
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第1図オルドス高原北東部(巡検地域)の地質概要と巡検行路.

第2図オルドス高原の北部に分布するホブチ砂漠の砂

丘列.

と東が黄河によって囲まれている.黄河の両側に

は,多くの支流があるが,その多くは間欠河川であ

る.

本地域は,典型的な半乾燥大陸気候に属する.

霜の無い期間は短く,降雨量も小さいのに対して

蒸発量は非常に大きい.通常空は壊っぽく霞んで

いる.気温は最高が40℃,最低が一35℃,年間の

平均気温は515-9,0℃と年により幅がある.昼と夜

の温度差は11-15℃,年間降水量が300-400mmで

あるのに対して,蒸発量は2,000-3,000mmである.

降水は,7月から9月が中心であり,特に8月には,

第3図オルドス高原東部における黄土高原とそれを切

る樹枝状の谷.

窟を伴う雷雨がしばしばみられる.8月の平均気温

は21.2℃,平均の絶対湿度が18.1ミリバｰル,相対

湿度は74%である.台風はない.

3｡オルドス高原の地質

3一て構造発達史

オルドス堆積盆の構造地質学的位置づけについ

ては,内外の地質学者によって様々な見解が出さ

れている.しかし,オルドス堆積盆とその境界地域

の構造地質学的性質については,異なった概念や
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用語を用いたいかなる構造地質学的流派の場合で

あっても,オルドス堆積盆が最も安定した無傷に近

い構造エレメントであるという点では,いずれも共

通した認識を有している.

オルドス堆積盆の構造地質学的発達過程にはい

くつかのステｰジがみられる.

古生代初期～後期三畳記:中朝地塊は,ティエン

シャン(天山)一シンアン(興安)地向斜(Tianshan-

Hinggangeosync1ine)とチンリン(秦嶺)地向斜

(Qinlinggeosyncline)の間に位置した安定地塊

であった.両側の地向斜の収縮･拡張と同期しつ

つ,中朝地塊の隆起と沈降がみられた.

三畳紀末1ティエンシャンｰシンアン地向斜とチ

ンリン地向斜のサブダクションにより,シベリア,中

朝,揚子地塊が一つのブロックに合体した.その

後,クラｰパシフィック･プレｰトとユｰラシア･プレ

ｰトとの間で,左回りのせん断圧縮運動(SiniStral

shearcompressedmovement)が起こり,中国大

陸における東側隆起で西側沈降という構造パタｰ

ンが形成された.こうして,インシャン(陰山)山地と

チンリン山地が既に上昇をして浸食地域になるとと

もに,パｰラン(賀欄)山地も徐々に隆起し,その結

果,オルドス地域は周りを山地に囲まれた堆積盆

になった.

ジュラ紀末:一般にイエンシャン(燕山)運動

(Yanshanmovement)の主要時階と考えられてい

る強い構造運動が起こった.パｰラン及びインシャ

ン地域は隆起して,一連の断層･榴曲及びナッペ

を伴った山脈が形成された.オルドス堆積盆の北

東部では,堆積間隙(sedimentaryhiatus)がみら

れる.白亜紀初期には,オルドス堆積盆の北部が

再び沈降して,オトクチｰ(0togBanner)付近に中

心を有する南北方向のトラフが形成された.その

後,オルドス堆積盆は再び上昇し長い堆積盆史の

幕を閉じ,堆積盆は消滅した.

3.2層序

オルドス高原の層序は,.北部中国層序地区のオ

ルドス亜地区(0rdosSubprovinceoftheNorth

Chinastratigraphicprovince)に属する.ここで

は,ドンシェンセクションとジュンガルセクションを代

表例として,古い方から若い方へ説明する(第1

表).

第､表オルドス高原周辺域における標準層序.

�時代区分���地属名(累層名)�

界�系�統�(カタカナ表記)�(1ヨ本式漢字表記)�(英語表記)

����(Q4〕�

新生界�第四系�完霧嚢���

�第=一系�鮮譲��(Q3〕{N2〕東勝組1Kld〕伊金蟹洛組㈹ソ〕安定組1J2al�

�白亜系�下部�ドンシェン優イｰジンホロ属アンデイン層��DongSh6ngF.EiinHoroE.Anding戸､

�ジ三フ系�中部�シｰルオ繭�直羅組{J2｡〕�Zhiluol:､

���イエンアン層ホ�延安組{J2"�Y釦IanF.

中生界��下部�フｰシュン層�筍県組1J“〕�戸uxianF.

��上部�イエンチャン層�延長細工T3"�Yanch目ngF.

�三畳系�中部�アルマｰイン冠�二馬営組`丁2目,�Em目yingF.

��下部�ハｰシヤソゴウ属�和尚瀦組1丁州�H8sha㎎9ouF.

���リウジャｰゴウ層�劉家脂組1T1L〕�LiujiagouF.

��上部�シｰチェシフォン厨�石下鰍且1P2剛�Shiqian一㎝gF.

�二畳系��シャンシｰバｰス層�上石合子姐1P2.1�Sh帥gshih6ziF.

��下部�シャアシｰバｰス層�下石合子組{Plx,�Xiashihgzi戸.

���シヤンシｰ層*�山西組1P1･〕�Sh訓xiF.

古生界�石炭系�上部�*タイユェン厨�太原組1C20�Taiyuan戸､

���ベンシイｰ層�本渓組1C2bl�86nxiF.

���マｰジヤｰゴウ層�馬家滴剛O1m〕�MajiagouF.

�オルドビス系�下部�リャンシヤｰシャン層�轟中山組101L〕�Liangjiashan戸.

���イェリ属�冶里組{O1切�Ya冊戸.

*女炭層…1不整合__一:平行不整合一:整合

3,2.1下部オルドビス系(L◎werser;es◎f

�摯癩捩慮����

イエリ層(YeliFormation:01y):ジュンガル炭

田地帯の東部に位置する黄河沿いの崖の上の2,3

の露頭でのみ確認されている.主に,灰色,黄褐

色,黄灰色の厚一中層理結晶質ドロマイトから成

る.頂部には,厚さ53-63mの灰黄色結晶質ドロ

マイト層がみられる.化石のElles㎜erocerassp.が

発見されている.

リャンジャｰシャン層(L三angjiashanFormation

011)1ジュンガル炭田地帯の東部に位置する黄河

沿いの崖の上の2,3の露頭でのみ確認されている.

主に灰黄色もしくは淡黄色の薄層理層状石灰岩か

ら成り,一部先の尖ったドロマイト(edgewisedo1o-

mite)やフリントを含むドロマイト(fli早tbanded

do1omite)を挟む.厚さは54-66mで,下位層に整

合に重なる.含まれる化石は,頭足類が〃anChu-

ro㏄r∂ssp.,〃.c£ρ1a吹e11fmm,此身｡h㎝星｡一

㏄rassp.､三葉虫類が,Eo1so亡e1usor1eη亡a11s,

〃eg1s亡asρ1de11∂sp.などである.
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3.2.2上部石炭系(UpperseriesofCarbonif-

敲����洩

ベンシィｰ層(BenxiFormati㎝:C2b):ジュン

ガル炭田地帯の東部と南部の谷の申で見出されて

いる.主に,暗灰色～灰黒色泥岩ないし粘土岩か

ら成り,石灰岩の薄層を挟む.基底には厚さ5-

42mのボｰキサイ.ト質の泥岩とシャンシｰタイプ

(Shanxi-type)の鉄鉱床が分布し,下位層を非整

合に覆う.次のような植物や動物の化石が含まれ

る.フズリナ化石では,此su11ηasp.,Rquas1-

cγ1加dr1caが,有孔虫化石では,Bra伽η∂sp.,α1-

maca㎜㎜1ηasp.が,コノドント化石として,〃1og-

na比｡ぬsde11ca伽sが,腕足類として,α㎝1亡es

Carb㎝茄e閉が,植物化石として,Leρ〃｡d㎝dr㎝

o㎝1us先1fs,Lwor肪㎝〃が産出する.

タイユエン層(TaiyuanFormation:C2t)1ジュ

ンガル炭田地帯の東部と南部の谷の中で見出され

ている.主に,灰黒色及び暗灰色粘土岩,石炭,

砂岩,炭質泥岩から成る.下部部層のなかに,採

算可能なNo.9炭層が挟在する.上部部属申には,

カオリン質泥岩と厚い複合炭層であるNo.6炭層

(厚さ70-100m)が挟在する.下位の地層を整合に

覆う.植物化石のNeuro疎rfSo刺a,NρSeudo閉晦

動物化石のFusulinids,Trゴ｡伽sc加1var.ro肋s一

亡痂s,腕足類のSc乃e11wゴ㎝erfscf.kue1c乃｡w㎝一

S1Sが産出する.

3.2.3二畳系(PermianSysten1)

シャンシｰ層(ShanxiFormation:P1｡):ジュン

ガル炭田地帯の中部から東部の谷のなかで見出さ

れる.主に灰色～淡灰色長石質石英砂岩,暗灰色

泥岩,カオリン質泥岩及び石炭層から成る.下位

のタイユエン層と整合に重なり,厚さは60-80mで

ある.植物化石のE㎜ρ1ecfoρferfs亡rfaηgエ11arゴs,

p㏄oρ亡erjsu批e,p.woηg〃,p.〃㎝肋が産出す

る.

シャアシｰバｰス層(XiashihejiFormation:

P1｡)1ジュンガル炭田地帯の中部から南西部の谷の

なかに分布する.主に黄緑色の中粒～粗粒長石質

石英砂岩,赤紫及び多色質の泥岩･粘土岩から構

成される.厚さは110-120mで,下位層と整合に接

する.植物化石のPecoρ亡erfssp.,P｡亡a伽aηesjs,

R∂r㎝肋などを産出する.

シャンシｰバｰス層(ShangshiheziFormation

P2｡):ジュンガル地域では,主に紫ないし赤紫泥

岩,シルト質泥岩,灰緑色及び黄緑色中粒～粗粒

砂岩から成る.砂岩中にはときに紫泥岩のペブル

礫が含まれる.厚さは290mで,下位層と整合に接

する.植物化石のP㏄oρεerゴssp.,P.fa机舳㎝sfs

などを産出する.

シｰチェシフォン層(ShiqianfengFormation:

P2･h):ジュンガル地域では,黄緑色,灰緑色のペ

ブル礫を含む粗粒砂岩,粗粒～細粒砂岩,褐色～

褐色質赤色泥岩から成る.厚さは180mで,下位層

を整合に覆う.いままでのところ化石は見出されて

いない.

3.2.4三畳系(TriassicSystem)

リウジャｰゴウ層(LiujiagouFormation:T11):

ドンシェン県の西部及び南部シュンガルチｰとガオ

トウヤオ(Gaotouyao)に分布する.主に,赤紫色

のシルト質泥岩を挟むピンク色をした薄い石英砂

岩から成る.砂岩には斜交層理が発達し,稀にペ

ブル礫がみられる.厚さは370mで,下位のシｰチ

ェシフォン層と整合に接する.

パｰシャソゴウ層(HeshanggouFormation:

T1h)1ドンシェン県の西部シュンガルチｰとガオトウ

ヤオ(Gaotouyao)に分布する.赤褐色シルト質泥

岩,シルト岩,灰緑色中粒～細粒砂岩から成る.

厚さは160mである.甲殻類の1)arwf皿α1∂丘鋤11s,

脊椎動物のBenthosuchidaeなどを初め,動物･植

物化石を産する.下位層のリウジャｰゴウ層を整

合に覆う.

アルマｰイン層(Ermayingformation:T2｡):

灰緑色中一細粒長石質石英砂岩と暗赤紫色シルト

質泥岩の互層から成る.厚さ260mで,下位のパｰ

シャソゴウ層を整合に覆う.肋肋e炊∂ηne㎜eyerゴa

肋erd㎝gねなどの脊椎動物化石を産出する.

イエンチャン層(YanchangFormation:T3y)1ド

ンシェン炭田地帯の谷で設定される.炭田地帯の

北部と南部では岩相を異にし,北部では,主に礫

岩とペブル礫を含む粗粒砂岩から成るのに対して,

中･南部では,主に黄緑色,黄褐色の厚い粗粒長

石質石英砂岩から成り,泥質シルト岩や砂質泥岩

を挟む.また場所によっては,1から2枚の炭層を

挟む.厚さは90mで,下位のアルマｰイン層を整合

に覆う.Glossoρ伽11u〃sp.,Podo刎m伽s1舳㏄一

〇1汕sといった植物化石を産する.
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3.2.5ジュラ系(JurassicSystem)

フｰシエン層(FuxianFormati㎝:J1f):主に灰

色,灰緑色,黄緑色の砂岩及び紫色泥岩から成り,

薄いオイルシェｰルや炭層を挟む.最も厚く露出し

ているところで,94mである.下位のイエンチャン

層とは,平行非整合の関係にある.C㎝ゴ｡ρfer1s

伽二m㎝oρ伽11o雌s,αadoρ〃eb1ssp.などの植物

化石を産する.

イエンアン層(Yan'anFormation:J2y):ドンシ

ェン炭田地帯の東部と北部の谷に分布する.主

に,灰白色,淡灰色の種々の粒度の砂岩,泥質シ

ルト岩,砂質泥岩及び泥岩の互層から成る.また

多くの採算可能な炭層を挟在する.厚さは,133-

279mである.ドンシェン炭田地帯における主要な

爽炭層であり,下位層とは平行不整合ないし整合

の関係にある.多くの動物･植物化石を産する.た

とえば,動物化石としては,此㎎anoC㎝C加㎝肋,

且s此㏄耐r∂〃sなどが,また植物化石としては,

Coη1oρ亡erfs伽血㎝oρ伽11o〃esなどが産する.

シｰルオ層(ZhiluoFormation:J2｡):ドンシェ

ン県のハシラチユアン(Hashi1achuan)やシエンシ

ヤソゴウ(Shenshangou)に観察される.下部は主

に,灰黄色,灰緑色,厚くて粗粒な砂岩で赤紫色,

灰色のシルト岩や砂質泥岩を挟む.基底にときお

り1～2枚の採算不能な薄い炭層(No.1coa1

group)が挟まれる.上部は主に,赤紫色砂質泥

岩,シルト岩,その他から成り,厚さは80-140mで

ある.下位のイエンアン層を整合に覆う.C㎝1oρ一

亡erゴssp.,C､伽㎜㎝oρ伽11o〃esなどを産する.

アンデイン膚(AndingFormatioh:J2｡)1主に赤

紫色,淡赤色,灰緑色泥岩,シルト岩及び中一細

粒砂岩から成り,厚さは0-276mである.化石の産

出は知られていない.

3,2.6白亜系(CretaceousSystem)

イｰジンホロ層(EjinHoroFormation:K1y):

ドンシェンリアン(Dongshengliang)の南及びジュ

ンガルとシゲタイ(Shiεetai)の西に広く分布する.

主に灰緑色,赤褐色礫岩,赤褐色砂岩そして暗赤

色シルト岩･泥岩から成り,厚さは176mである.

下位層を整合に覆う.化石の報告はない.

ドンシェン層(DongshengFormation:K1d):ジ

ュンガル地域では北部炭田地帯で発見され,赤色

砂岩,礫岩及び砂岩一泥岩から成り,厚さは176m

である.ドンシェン地域では,ドンシェンリアンの北

部で見出され,主に黄色,黄緑色礫岩,淡赤色,

赤褐色礫質砂岩及び砂質泥岩から成る.厚さは約

270mである.下位のイｰジンホロ層をやや斜交不

整合状に覆う.植物化石E1∂亡｡cladαscio肘αs施一

11a,恐竜化石Ps枇∂cos舳mssp.,Pyo㎜加aなど

を産する.

3-2.7第三系鮮新統(PlioceneSeriesofTer-

瑩�祓��浬串�

ドンシェン地域とジュンガル地域に広く分布し,

赤褐色及び赤色石灰質ラテライト,灰黄色,赤褐色

礫岩,赤色砂質泥岩,砂質粘土などから成り,最

大層厚は約100mである.下位層とは不整合であ

る.ほ乳類化石"ρρarf㎝sp.,且｡f.ρa〃u〃,且

｡f.ρ1ocodαsなどを産する.

3.2-8第四系(QuatemarySystem;UPPe｢

偬�����敲�����汯捥�
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ドンシェン地域とジュンガル地域に広く分布する.

主に,淡黄色,黄褐色砂質レス,河川成砂及び礫,

風成の砂,その他から成る.最大層厚は約40mで

ある.下位層を不整合に覆う.

4.オルドス高原の;百炭

4.､研究史

1982年に,内モンゴル自治区地質鉱物資源局

(GeoIogyandMinera1ResourcesBureau)によっ

て,｢広域地質研究報告｣が編さんされた.主な成

果晶は,20万分の1地質･鉱物資源図と広域地質

及び鉱物資源報告書である.1987年に,内モンゴ

ル媒田地質局及び中国鉱山技術大学地質学部の

協力によって,｢ジュンガル炭田における石炭胚胎

層の岩相と古地理に関する研究｣が刊行された.

この研究では,爽炭層の堆積相,堆積相の発達モ

デル,古地理的特徴を考察し,また石炭集積及び

その保存の法則をまとめ,石炭の探査にあたり,い

かに堆積学的理論を適用するかについて議論して

いる.1989年には,中国地質大学のチェン･ツオン

フイ(ChenZhonghui)教授によって,｢東部オルド

ス高原における後期古生代の爽炭層の堆積環境と

石炭集積理論｣という本が出版された.この本で

は,ジュンガル炭田をモデルとして,堆積盆東縁部

地質ニュｰス513号�
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における後期古生代爽炭層の広域的なゾｰニング,

及び時間的空間的な発達法則を明らかにするとと

もに,周辺地域との対比も行った.この本はまた,

主な炭層の厚さ,構造,炭質の法則と支配要因に

ついても明らかにしている.1992年には,内モンゴ

ル媒田地質局は,国家地質探求プロジェクト第7次

5ヵ年計画を終了し,｢オルドス堆積盆における石

炭集積理論(法則)と石炭資源評価｣をまとめた.

この報告書では,多くの掘削とそれによる地質学

的情報が取り込まれるとともに,堆積環境の地質

学的発達法則,石炭集積法則とその資源評価及び

その他の鉱物資源について述べられている.

4,2ジュンガル及びドンシェン炭田

内モンゴル自治区に属するオルドス石炭集積堆

積盆の北部は,堆積盆の約1/3を占めるが,石炭

の資源量は,堆積盆の全埋蔵量の半分に達する.

今回訪れるドンシェン及びジュンガル炭田は,資源

が豊富であることのみならず,良質であることでも

知られる.これらの炭田の開発は,戦略的に東か

ら西へと移動するエネルギｰ基地建設,電力産業

及びその他の産業の育成において重要な役割を果

たすであろうし,重要な石炭産業基地になることは

確実であろう.

ジュンガル(準格爾)炭田は,オルドス高原の東

部に位置し,これまでに253億トン(25.3Gt)の埋蔵

量が確認されている.この炭田は,南北に65kmの

長さ,東西に21kmの幅を有し,面積にして,1,007

km2である.炭層の平均の厚さは25mで,オｰバｰ

バｰデン(上にのる地層)の平均の厚さはたったの

80mである.豊かな埋蔵量,良質であること,露天

掘りに適していることなどから,世界有数の炭田に

数えられる.

一方,西方に位置するドンシェン(東勝)炭田は,

南北の長さが100km,東西の最大幅が100kmであ

る.開発面積は5,875km2,炭層の枚数は10-20枚,

1994年末における総確認埋蔵量は,922億トン

(92.2Gt)である.

このようにオルドス高原では,豊富な石炭資源

が,地下浅いところに厚く安定した炭層をなしてお

り,地質構造も単純で開発や利用も容易であるこ

とから,別名,“石炭の海"(COalSea)とも呼ばれて

いる.

5.;石炭以外の資源

オルドス高原では,石炭以外にも次のような地下

資源が知られている.

A.石油及び天然ガス:オルドス高原の西部で産出.

地質学的な埋蔵量は,11億m3(1.1bi11ionm3)で,

石油及び天然ガスの胚胎層は,二畳系のシャンシ

ｰ層(ShanxiFormation)及びシｰバｰス層(Shi-

heziFormation)のなかにある.

B.オイル･シェｰル:オイル･シェｰル胚胎層準は,

主にジュラ系のイエンアン層の中にある.しばしば,

通常薄く小規模で不安定な炭層に伴われている.

C.耐火粘土:主に,シュンガルチｰ(JmgarBan-

ner)のシヤオシャゴウ(Jiaoshaogou)やロンワソゴ

ウ(Longwanggou)に分布している.ペンシｰ層

(Benxiformation)の基底に,層状ないしレンズ状

に,しかし安定して賦存する.

D.重炭酸ソｰダ石:主にインジェの西部に分布す

る.経済的に開発可能である.

E.カオリン:ジュンガル炭田のヘイダイゴウ鉱山に

分布する.No.6炭層に伴っており,高品位で大き

な埋蔵量を有している.
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